
［成果情報名］ 青ネギの葉色及び日持ち性が低下する要因 

［要約］青ネギ産地で問題となっている葉色低下及び日持ち性低下には、根の機能低下に伴

う養分吸収阻害が関係している。その要因として、圃場下層土における気相率の減少及び

透水性の低下による湿害の発生、土壌の陽イオン交換容量（CEC）及び塩基飽和度の低下

が挙げられる。  
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［分類］普及 
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［背景・ねらい］ 

県内の青ネギ産地では生産段階に地上部の葉色が薄くなり、収穫物の日持ち性が著しく

低下する現象が認められている。収穫物の日持ち性低下は商品の市場価値低下に直結する

重大な問題であり、産地では障害発生要因の究明と対策技術の構築が望まれている。  
そこで、品質に優れる青ネギの安定生産技術の確立に向けて、青ネギの葉色低下及び日

持ち性低下メカニズムの解明に取り組む。  
 
［成果の内容・特徴］ 

１．現地圃場において、青ネギの葉色低下は大雨等により圃場内が長時間湛水した場合に

発生しやすい（写真 1）。 
２．青ネギの根が湿害（低酸素ストレス）を受けると、根の呼吸速度の低下とともに、地

上部新葉の葉色が低下する（図 1 及び写真 2）。 
３．低酸素ストレスにより根の機能が低下した青ネギでは、地上部の無機養分蓄積量が低

下するとともに、相対的に窒素過多の傾向を示す（図 2）。  
４．酸素欠乏に長期間さらされた青ネギでは、収穫物葉身の黄化が早期に認められ、日持

ち性が低下する（写真 3）。 
５．灰色低地土及び黒ボク土圃場では、作土下層土の気相率が小さく、透水性が低下して

いる場合に葉色低下が起こりやすい（表 1）。また、作土の陽イオン交換容量（CEC）

及び塩基飽和度が低下している場合には、葉色低下の発生が助長される。  
 

［成果の活用面・留意点］ 

１．青ネギの葉色低下は一過的に発生した後に葉色が回復する場合があるが、収穫物の日

持ち性は明らかに低下する。  
２．葉色低下は保水能力が低い砂丘未熟土においても発生し、作土の陽イオン交換容量

（CEC）及び塩基飽和度が低下している場合には発生が助長される（表 1）。 
３．青ネギ地上部の養分蓄積パターンが収穫物の日持ち性低下に及ぼす影響について今後

解析を進める。併せて、現地に向けた対策技術を組み立て、平成 27～28 年度に現地実証

試験を実施する予定である。  
 




